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皆さん、こんにちは。私は中国の瀋陽からきました、鄧インボアと申します。瀋陽は中国の東北部にあり、昔は奉天と言いました。清王朝の発祥地で、故宮や清昭陵、清福陵の世界遺産があります。歴史のある町です。人口は８３０万人、近くに撫順の石炭や鞍山の鉄鉱石があり、中国の重要な工業都市となっています。これは瀋陽の人達の誇りでもあります。
現在、中国は経済が発展しています。社会が進歩して、町の雰囲気も随分変わりました。何十階の高いビルがどんどん建っています。家の中にテレビ、冷蔵庫、エアコンなども増え、生活のレベルがあがりました。
ただ心配なのは、大気汚染です。私は去年の冬、故郷に帰りましたが、空が灰色になっていました。朝は何となく臭いもしましたし、ＰＭ２．５の高い日は目も痛いです。瀋陽には、多くの機械や化学などの工場があります。そして、冬は暖房に大量の石炭を焚きますから、空気も悪くなるのです。皆さんは、真冬の朝、－２０℃以下になるということを、想像できますか？　冬の大気汚染の大きな原因が、この暖房による石炭の使用だと言われています。また、生活のレベルがあがり、車を持っている人も増えましたから、排気ガスも多いです。
それから、私の家は工場が集まっている場所にあるからでしょうか、　排水の影響で、水道水もきれいではありません。浄水器のフィルターやトイレのタンクが黒くなってしまうのはとても心配です。
　私は日立に住んで４年になりました。日立の環境はすばらしいです。空気も水もきれいで、海と山があり、私には見たこともない景色でした。しかし、日立にも公害の歴史があったと聞きおどろきました。１００年以上前、日立に銅山があったそうですね。銅の精錬のために、亜硫酸ガスというガスが出て、山も畑も枯れたそうです。この公害で、人々は大変苦しんだと聞きました。会社は知恵をしぼり、さまざまな解決方法を考えました。そして、当時の世界一高い大煙突を建てて、煙を空高く流し、村をすくったと言うのです。今もその煙突があります。
私はこの話を聞いて、とても感動しました。人間の力は偉大です。真剣に問題を解決したいという気持ちがあれば、時間はかかるかもしれませんが、必ず解決できると思いました。
瀋陽には、今、大気汚染や排水の問題があります。しかし、今後、科学の力や政治の力で、さらに改善していくと私は信じています。日本のように、空気も水もきれいで食べ物も安心であることは、一番の幸せです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中国は広い大地に恵まれています。すばらしい自然もたくさんあります。経済発展で生まれた環境問題が改善され、故郷の冬の空や水がきれいになる事を楽しみにしています。そして、中国がさらに発展していくことを願っています。
ご清聴ありがとうございました。
